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（メッセージ） 

 Gタンパク質共役型受容体（G protein-coupled receptor; GPCR）を介するシグナル伝達は
必ずしも単純な経路ではなく、今まで知られていない GPCRの新しい機能が見出されると
ともに、GPCRの活性が多くの機構によって調節されていることが明らかになってきた。
Regulator of G protein signaling (RGS) による調節、GPCR C末に会合する細胞内タンパク質
による活性調節、受容体の二量体化（あるいは多量体化）などとともに、脂質ラフトと呼

ばれる細胞膜マイクロドメインが GPCRシグナル伝達において重要であることが示唆され
ている。この脂質ラフトの機能を明らかにしていくことは、G タンパク質シグナルのネッ
トワークを解き明かしていくひとつのキーになるものと思われる。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 
1. 酵母ツーハイブリッド系による結合タンパク質の解析 
2. 脂質ラフトのショ糖密度勾配遠心分離法 
3. 胎生および成体脳由来の神経幹細胞の培養 
4. 蛍光組織化学による組織像の解析 
5. 細胞内 Ca2+濃度測定／Ca2+イメージング 
6. 受容体結合実験 
7. 半定量的 in situハイブリダイゼーション 
8. cAMP測定／イノシトール代謝回転の測定 
9. RT-real time PCRによる遺伝子発現の解析 
10. ルシフェラーゼを用いた転写因子の活性測定   など 

 


